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復興関連予算で造成された全国向け事業に係る基金への対応について
【森林整備加速化・林業再生事業平成２３年度３次補正予算措置分】

林 業 木 材 産 業 課

復興関連予算で措置された森林整備加速化・林業再生事業（基金）について、未執行分

を返還するよう農林水産大臣から要請があったが、これまでの執行状況や今後の影響等を

考慮し、国と協議していく。

１ 事業の趣旨

東日本大震災の復興に必要な木材を全国規模で安定的に供給するとともに、輸入材に

対抗できる体制を確立し、内需振興型産業である林業木材産業の再生を図る。

２ 本県への配分額と執行状況

国からの配分額６０億４千万円を基金とし、平成２４～２６年度の３ケ年で、搬出間

伐や林内路網整備、高性能林業機械の導入、木材加工及び木質バイオマス施設整備等を

実施する計画としていた。

森林整備加速化・林業再生基金の執行状況 （億円）

基金額 執行済額 残額 実施率

６０．４ ４０．２ ２０．２ ６７％

（執行済額は、平成25年6月補正予算現在）

３ 国からの返還要請と本県への影響

国は、復興予算の使途を厳格化するため、７月２日付けで、被災地以外の都道府県に

対し、残額の返還を要請した。（別紙１のとおり）

本県では、２０億２千万円が返還対象となるが、これを返還することにより、間伐

１,７００ha、林内路網２５路線、製材施設３施設等が未整備となり、被災地に対する

復興資材の減少が懸念される。

４ 今後の対応

直接被災地に木材を供給する取組については、今後、返還対象から除外するよう国に

求めていくことから、本県の返還見込額については精査中である旨を国に報告する。

また、基金の執行状況については、別紙２のとおりホームページで公表する。
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【ホームページ掲示用】 別紙２

復興関連予算で造成された全国向け事業に係る基金への対応について

【森林整備加速化・林業再生事業平成２３年度３次補正予算措置分】

１ 事業の趣旨

東日本大震災の復興に必要な木材を全国規模で安定的に供給するとともに、輸入材に

対抗できる体制を確立し、内需振興型産業である林業木材産業の再生を図る。

２ 森林整備加速化・林業再生基金の執行状況

（百万円）

事業項目 基金額 執行済額 残額

Ｈ２４ Ｈ２５ 計

協議会・研修会等 ３０ ５ １２ １７ １３

間伐等 １，７１２ ４０３ ５８８ ９９１ ７２１

林内路網整備 １，７１３ ３９７ ７００ １，０９７ ６１６

境界の明確化 ３５ １７ ９ ２６ ９

高性能林業機械の導入 ８２２ ３５７ ２６５ ６２２ ２００

木材加工施設整備 １，２８２ ７１６ １２５ ８４１ ４４１

木質バイオマス施設整備 ３８５ １７ ３６８ ３８５ －

流通経費支援 ４９ ９ ２８ ３７ １２

指導事業等 ８ ２ ３ ５ ３

合 計 ６，０３６ １，９２３ ２，０９８ ４，０２１ ２，０１５

注）Ｈ２５は、平成２５年６月補正予算現在である。

３ 国からの返還要請と今後の対応

平成２５年７月２日付けで、国から残額の返還要請があったが、現在、返還見込み額

を精査中である。
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